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 夏休みを前に梅雨が明け、本格的な夏がやってきました。今年は、例年より
梅雨の期間が２週間短いとのことですが、梅雨の間から既に真夏日の厳しい
暑さが続き、熱中症対策等、体調管理への意識を高く持つことを求められてい
ます。この暑さの中、能登半島地震の被災地や大雨・土砂災害の被災地など自
然災害によって困難な状況にある方々に心を寄せつつ「ひとりの小さな手 通
信 第３７号」をお届けします。 

 戦後７９年目の８月を迎えようとしています。現在も、ウクライナやイスラ
エルなど国外の戦闘のニュースを見聞きして戦争の恐ろしさを感じる日々で
はありますが、この暑い暑い夏は、改めて過去の戦争について学び、平和の大
切さと平和な世界のために自分たちにできることを考える季節です。 
 少し前にテレビの中で、平和について尋ねられて答えている小学生の男の
子の言葉を耳にしました。『仲良くすること。相手に嫌なことがあったり、意
見が違ったりしても、けんかはしない。意見を言って話し合う。話し合っても
上手くいかない時は誰かに相談する』話している男の子の目は真っ直ぐキラ
キラしていて、とても頼もしく感じました。そして、争ったり相手を責めたり

非難したりする社会ではなく、お互いに相手の話をきちんと聴き尊重する、大
人としてそんな姿を子どもたちに見せていけるようにしたいと思いました。 
 ますます厳しい暑さに向かいますが、一人ひとりの健康が守られ、私たちが
心穏やかに平和な日々を作り出す者となれますようにと祈りつつ過ごしてま
いりましょう。 
    

     「ひとりの小さな手」  

  ひとりの小さな手 何もできないけど  

  それでもみんなの手と手をあわせれば 何かできる何かできる 

        ひとりの小さな目 何も見えないけど  

        それでもみんなのひとみで見つめれば 何か見える何か見える 

    ひとりの小さな声 何も言えないけど  

  それでもみんなの声が集まれば 何か言える何か言える 

        ひとりで歩く道 遠くてつらいけど  

        それでもみんなのあしぶみひびかせば 楽しくなる楽しくなる 

    ひとりの人間は とても弱いけど  

    それでもみんなが集まれば 強くなれる強くなれる 



◇活動報告   

 ○コンサート、チャリティー、募金 等 

    ・第２５回 チャリティーコンサート  

日 時 ２０２４年３月２０日(祝・水)  

      バイオリン 中西 俊博さん 

      ピアノ   瀬田 創太さん 
 
「ひとりの小さな手」第１回チャリティーコンサートに出演してくださった中西俊博さ

んをお迎えし、第２５回のコンサートが開かれました。 

中西さんのバイオリンと瀬田創太さんのピアノの素敵な音色に包まれ、被災地の方々、 

戦禍にある方々に心を寄せて祈る時間が持てましたことに心より感謝です。 

アンコールで演奏してくださったチャップリンの『Ｓｍｉｌｅ』の言葉と音が心に沁み、

日々さまざまなことがある中でも笑顔で歩んでいたいと改めて思いました。 

来場してくださった皆さま、バザー等さまざまな形で

ご協力くださった皆さまに心よりお礼申し上げます。  
    
チケット代金      ６２，０００円 

手作り品バザー     ４２，２００円 

ケーキバザー      ５４，６００円 

募金          １８，６８０円 

支援金（送金していただいた分）２２，０００円  

 

・２０２４年６月～ 

   手作りの梅ジャム・梅干しチャリティー販売   ４８，１００円 

   ひまわり募金、お花の栞募金、香り募金 等    ６，４００円 

   支援金（送金していただいた分）         ５，０００円 

    

○被災地との交流、支援  

 ・２０２４年 4月  

  ポーランド在住の坂本龍太朗さんを通してウクライナの子どもたちへ 

                              １００，０００円 

 ・絵本「朝いち」を３０冊 購入しました。 

  売り上げは、能登半島地震で被災された方々の支援のために使われるとのことです。              

 ・ノーモア広島・長崎・ビキニ・福島 

  平和といのちのステージのために募金をしました。 

  ※東京公演の DVDがありますので、ご覧になりたい方はお申し出ください。 

 ・９月初旬に、コカリナ奏者の黒坂黒太郎さんと奥様の矢口周美さんが、能登半島の被

災地を訪問される予定とのこと、その際にひとりの小さな手からの支援もお届けで

きるよう計画しています。 

 ・去る５月２８日に西区老松町で火災が発生し、８軒の方々が罹災されました。 

  老松町町内会長の相馬亮子さん(卒園生保護者、また前人形劇のあの会メンバー)を

通してお見舞金(100,000円)をお渡ししまた。 

 



去る４月末発行のコカリナ通信に下の記事が掲載されました。 

 トートバック作成、発送等、関わってくださいましたすべての方々に感謝

いたします。 

 

 

 



 
発 行 ２０２４年 7月２３日 

      ひとりの小さな手プロジェクト 
事務局 〒２２０００３２ 横浜市西区老松町３０地 

      野毛山キリストの教会・子どもの教会 野毛山幼稚園  
      根岸ひろみ  浅井知美  奈良亜樹子 

◇今後の予定 

   第 26回 チャリティコンサート 

    日 時 ２０２４年１１月２３日(祝・土)   

         開場 １０時  開演 １０時３０分  

    出 演 チェンバロ 渡邊 順生氏 

        バイオリン 渡邊 慶子氏 

        ソプラノ  渡邊有希子氏 

 

渡邊 順生
よ し お

氏は野毛山幼稚園第６回生あやめ組でチェンバロ奏者として大変著名な方で 

す。また、渡邊有希子さんは卒園生の保護者で第 24回チャリティーコンサートにご出演 

くださいました。第26回チャリティーコンサートはファミリーで演奏してくださいます。 

東日本大震災の被災地、能登半島地震の被災地、大雨や土砂災害による被災地、戦禍にあ

る世界各地の人々、困難な状況にある方々に心を寄せて祈りつつ、多くの皆さまと共に

豊かな時を過ごしたいと願っています。 

先の予定になりますが、どうぞご予定ください。           

   

 

 

  

 

 


